
復
興
応
援
団
は
、
事
業
を
立

ち
上
げ
て
雇
用
を
生
み
出
し
、

復
興
を
牽
引
す
る
地
元
事
業
家

の
方
々
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

こ
の
４
月
28
日
、
二
〇
一
三
夏

か
ら
１
年
半
に
わ
た
り
支
援
し

て
き
た
「
た
み
こ
の
海
パ
ッ
ク
」

代
表
の
阿
部
民
子
さ
ん
と
、
復

興
応
援
団
代
表
佐
野
が
最
後
の

経
営
相
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

南
三
陸
町
戸
倉
地
区
に
お
住

ま
い
だ
っ
た
阿
部
さ
ん
は
自
宅

と
漁
業
の
作
業
場
を
失
く
し
ま

し
た
。
海
が
ど
う
し
て
も
怖
く

な
り
漁
の
手
伝
い
も
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
、
震
災
前
に
親
し
い
人
た

ち
に
地
元
の
海
産
物
を
送
っ
て

喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
を

思
い
出
し
、
新
た
な
仕
事
に
す

る
こ
と
を
思
い
立
ち
ま
し
た
。

地
元
の
漁
師
や
業
者
か
ら
仕
入

れ
た
美
味
し
い
海
の
幸
を
詰
め

合
わ
せ
ギ
フ
ト
と
し
て
販
売
す

る
「
た
み
こ
の
海
パ
ッ
ク
」
は
、

こ
う
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

今
は
、
宮
城
県
内
陸
部
の
ス
ー

パ
ー
や
道
の
駅
に
も
商
品
を
卸

す
よ
う
に
な
り
、
漁
船
に
お
客

さ
ん
を
乗
せ
て
の
漁
業
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
遊
覧
も
手
が
け
て

い
ま
す
。
何
人
か
の
雇
用
を
実

現
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

着
実
に
お
客
様
が
増
え
、
少
し

づ
つ
事
業
も
成
長
し
つ
つ
あ
り

ま
す
。

経
営
相
談
と
い
う
形
式
は
ひ

と
区
切
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
復
興
応
援
団
は
「
た
み
こ
の

海
パ
ッ
ク
」
を
応
援
し
て
い
き

ま
す
。
今
後
は
主
に
、
漁
業
体

験
や
遊
覧
の
お
手
伝
い
に
力
を

注
い
で
い
き
ま
す
。

(

東
北
学
院
大
品
川
）
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４
月
19
日
に
仙

台
市
の
西
公
園

で
お
花
見
を
し

ま
し
た
。
新
入

生
歓
迎
イ
ベ
ン

ト
の
一
環
で
す
。

今
回
は
５
人
の

新
入
生
が
来
て

く
れ
ま
し
た
。

彼
ら
の
出
身
地

は
さ
ま
ざ
ま
で
、

神
奈
川
や
群
馬
な
ど
、

東
北
地
方
以
外
の
子
も

い
ま
し
た
。
震
災
か
ら

４
年
余
り
が
経
っ
た
今

も
な
お
、
復
興
に
向
け

て
支
援
が
し
た
い
と
考

え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
し
よ
う
と
す
る
学

生
が
東
北
以
外
に
も
い

ま
す
。
あ
る
１
年
生
は

「
工
学
部
な
の
で
学
校

で
ハ
ー
ド
面
の
復
興
を

学
び
、
復
興
応
援
団
で

ソ
フ
ト
面
の
復
興
を
考

え
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
、
美
し

く
咲
く
桜(

満
開
は
過

ぎ
て
い
ま
し
た
が
…)

の
木
の
下
、
復
興
応
援

団
の
皆
と
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
新
年
度

の
復
興
応
援
団
、
キ
ッ

ク
オ
フ
で
す
。

（
東
北
大
菊
地
）

私
た
ち

「
復
興
応
援

団
」
は
「
地

元
の
方
が
主

役
の
復
興
」

を
目
指
し
て
、

①
地
元
の
フ
ァ

ン
を
増
や
し
、

②
地
元
の
人

と
フ
ァ
ン
が

一
緒
に
復
興

と
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組

む
し
く
み
を

つ
く
り
、
③

特
に
地
元
の

若
い
世
代
に
よ
る

復
興
と
ま
ち
づ
く

り
の
大
き
な
う
ね

り
を
起
こ
す
こ
と

を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

南
三
陸
町
で
は
、

地
元
の
復
興
の
担

い
手
の
元
に
全
国

か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
。
復
興

の
お
手
伝
い
を
通

じ
て
南
三
陸
の
魅

力
に
触
れ
て
も
ら

い
、
中
長
期
的
に

復
興
を
支
え
る

「
フ
ァ
ン
」
に
な
っ

て
も
ら
う
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

多
賀
城
市
で
は
、

２
０
１
２
年
４
月

よ
り
「
復
興
応
援

団
だ
よ
り
」
を
仮

設
住
宅
全
戸
に
お

届
け
す
る
な
ど
、

住
民
の
み
な
さ
ん

が
中
心
と
な
っ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

く
り
を
応
援
し
て

い
ま
す
。

復
興
応
援
団
は
、
世
界
宗
教

者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

（W
C
R
P

）
と
協
働
し
て

『
フ
ク
シ
マ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
立
ち
上
げ
、
震
災
で
失
な

わ
れ
た
福
島
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

再
生
に
取
り
組
む
県
内
外
の

団
体
へ
の
小
口
の
資
金
支
援

を
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度

下
半
期
で
25
団
体
を
支
援
し

ま
し
た
。

昨
秋
か
ら
避
難
指
示
解
除

準
備
区
域
が
増
え
、
福
島
の

い
く
つ
か
の
自
治
体
に
は
人

が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
々

の
間
に
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
の
機
運
が
高
ま
り
、

震
災
か
ら
４
年
以
上
経
っ
て
、

福
島
の
復
興
は
今
始
ま
っ
た

と
言
え
ま
す
。

原
発
付
近
の
避
難
区
域
、

放
射
線
量
の
高
い
地
域
、
風

評
被
害
で
産
業
や
観
光
が
落

ち
込
む
地
域
、
多
く
の
県
外

避
難
者
の
存
在
な
ど
、
福
島

は
宮
城
と
は
ま
た
違
っ
た
複

雑
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ

の
状
況
の
中
で
立
ち
上
が
る

地
元
の
「
人
」
と
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
」
を
応
援
す

る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
今

年
度
は
５
月
４
日
か
ら
募
集

を
開
始
し
ま
す
。
復
興
応
援

団
は
、
微
力
な
が
ら
福
島
の

復
興
に
も
関
わ
っ
て
ゆ
き
ま

す
。(

東
北
学
院
大
馬
場
）



６
月
と
い
え
ば
梅
雨
。
雨
続
き
で
憂
鬱
な
気
分
に

な
り
が
ち
な
季
節
で
す
が
、
じ
め
じ
め
し
た
空
気

に
負
け
ず
に
晴
れ
や
か
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご

し
た
い
も
の
で
す
。
今
回
は
こ
の
時
季
な
ら
で
は

の
お
役
立
ち
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
！
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梅雨の時期のお洗濯は、どうしても部屋干しが多くなってしま
います。気になるニオイの対策をご紹介☆

これらをぜひ実践して、梅雨の時期のお洗
濯も快適に乗り切りましょう！

〇
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン

地
元
の
福
祉
関
係
の

皆
さ
ん
が
集
会
所
で

お
茶
飲
み
会
を
開
き

ま
す
。
時
間
は
14
時

か
ら
16
時
で
す
。

６
月
９
日
（
火
）

:

城
南

６
月
23
日
（
火
）

:

山
王

〇
団
だ
よ
り
７
月
号

配
布

６
月
28
日(

日
）

毎年やってくるこの季節。梅雨について改
めて調べてみました。

①洗濯カゴを用意する
脱いだ服や濡れたタオルをそのまま
洗濯機にポイッと入れて、洗濯する
ときまでそのまま…なんてことはあ
りませんか？湿った洗濯機の中では
雑菌がどんどん繁殖します。洗濯カ
ゴを用意して、洗うものはそこに入
れておくようにしましょう！
②洗剤は適量を！
「部屋干しするから、臭わないように多めに洗剤をいれてお
こう」…それ、逆効果です！洗剤の残りかすが洗濯物に残り、
ニオイの原因に。あくまで適量を使いましょう！
③干すときはお風呂場に！
お風呂場、というとジメジメしたイメージがありますが、狭
い空間に換気扇がついているので洗濯物
を干すにはピッタリ♪

【梅雨】梅の実が熟する頃に降る長雨。一
説に衣服などに黴（かび）が生じるから黴
雨（バイウ）といい、黴・梅が同音で梅雨
になったともいう。（新漢語林より）

・雨が降ろうが 槍が降ろうが
・雨につけ 風につけ
・雨に濡れて 露恐ろしからず

雨、と聞くと憂鬱なイメージを持たれる方
も多いと思いますが、それを跳ね返すよう
なことわざもたくさんあります。

多賀城市内には、たくさんの歌枕の名所がありま
す。今回その見どころを案内してくださるのは、
市の観光ボランティアガイドの方々です！
※勾玉作りや横笛、貝の絵付けなどの体験もできます！
日時：5月30日（土）
集合時間・場所：9：20までに多賀城駅に集合
費用：昼食代約1,000円(持参可),

体験料100~300円
お申込：多賀城駅観光案内所（☎022-364-5901）

多賀城ではおなじみのあやめまつ
り。300万本ものあやめや花菖蒲
たちを見ることができます♪
さらに、期間中の土・日曜日には、
ステージイベントや野点、体験イ
ベントも行われる予定です！
期間：6月24日（水）～7月5日（日）
開催場所：多賀城跡あやめ園（多賀城市市川）
駐車場：約160台（大型可）

※一部駐車場協力金有り
お問い合わせ：多賀城跡あやめまつり実行委員会
／多賀城市役所商工観光課内（☎022-368-1141）


